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１．下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェクト）の概要等

２．下水汚泥資源の肥料利用促進の方向性等

（Ｒ４補正予算B-DASH、R5予算B-DASH含む）

３．技術の普及に向けた取組

４．まとめ（B-DASHプロジェクトの成果と課題）
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１．下水道革新的技術実証事業（B-DASHﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）の概要等
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①国土交通省による下水道技術開発支援の全体像

研究段階から実規模実証を経て、実施設の水平展開までの段階的な支援を実施
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支援制度
創設
年度

制度概要 期間
金額

（１件当たり）
R５

実施件数

Ｂ－ＤＡＳＨ
（実規模
実証）

Ｈ２３
・実規模で実証できる段階にある技術の実証
・実施設を対象とした実証に限定

３年間
（最
長）

数千万円
～十数億円

新規：５件

継続：５件

Ｂ－ＤＡＳＨ
（FS調査）

Ｈ２８
・実規模実証に進める段階にある技術
・導入効果などを含めた普及可能性の検討や
技術性能の確認

２年間
（最
長）

5,000万円
以内

新規：３件

継続：０件

下水道
応用研究

Ｈ２９

・大学等によるラボレベルの研究を終え、企業
による応用化に向けた開発段階にある研究

・処理場や管渠などの実規模施設を必要とし
ない

技術も対象
・民間企業（大学との共同研究も可）を対象

２年間
（最
長）

3,000万円
以内

新規：５件

継続：３件

②下水道技術開発支援制度（一覧）
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③下水道革新的技術実証事業(B-DASHプロジェクト)のフロー
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④年度別公募テーマ（Ｈ23～R5：R4補正含む）
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※ R5にはR4年補正予算の実証技術が含まれる（実証3件、FS1件）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

ＦＳ調査（継続） 0 0 0 0 0 0 3 3 2 1 5 1 0

ＦＳ調査（新規） 0 0 0 0 0 11 3 2 1 5 1 0 3

実規模実証（継続） 0 2 5 2 6 9 9 6 9 4 3 6 5

実規模実証（新規） 2 5 5 6 9 4 3 7 4 3 4 2 5
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⑤B-DASHの実施件数の推移
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⑥開発技術の普及状況（R5.3時点）

8

◼ ガイドライン化済みの実証
技術のうち、15技術165件
の導入実績あり（システム
中の一部の要素技術も含
む、R5.3時点）

◼ 管路系の調査・点検技術は、
開発後すみやかに導入され
る傾向があり、導入実績も
多い（129件）

◼ 処理場系の水処理や汚泥
処理技術は、既存施設の更
新時期に合わせた導入とな
ることが多いため、導入ま
でに時間を要する傾向あり
（36件）

採択 Ｒ４年度末 管路系 or

年度 件数 処理場系

H23
超高効率固液分離技術を用いたエネルギーマ

ネジメントシステム
超高効率固液分離 7 処理場系

高機能鋼板製消化槽 6

新型バイオガス精製装置 3

高効率ヒートポンプ 1

H24
管路内設置型熱回収技術を用いた下水熱利

用技術実証事業
下水熱採熱技術 8 管路系

H24
神戸市東灘処理場

栄養塩除去と資源再生(リン)革新的実証事業
リン回収 1 処理場系

低空気比省エネ燃焼技術 3

高効率排熱発電技術 3

管口カメラ点検
＋展開広角カメラ調査

9

（類似手法）
管口カメラのみ

または
管口カメラ点検＋直側カメラ調査

67

広角カメラ 3

広角カメラ＋衝撃弾性波調査
または

衝撃弾性波調査のみ

26

硝化制御技術・

アンモニア計

H26
ICTを活用したプロセス制御とリモート診断によ

る効率的水処理運転管理技術
NH4-Nセンサーを活用した曝気
風量制御(NH4-N/DO制御)技術

2 処理場系

脱水乾燥システム 3

円環式気流乾燥機 2

H28
下水道圧送管路における硫酸腐食箇所の効

率的な調査技術
－ 14 管路系

H29
高効率消化システムによる地産地消エネル
ギー活用技術の実用化に関する実証事業

高効率加温設備 1 処理場系

H29
温室効果ガス削減を考慮した発電型汚泥焼却

技術の実用化に関する実証事業
局所撹拌空気吹込み装置 1 処理場系

H29 最終沈殿池の処理能力向上技術実証事業 ファイナルフィルター 1 処理場系

H31
AIによる音響データを用いた雨天時浸入水検

知技術の実用化に関する実証事業
AI音響調査 2 管路系

合計 165

処理場系

処理場系

処理場系

管路系

管路系

処理場系2

H28
脱水乾燥システムにおける下水道の肥料化・

燃料化技術

H26
ICTを活用した効率的な硝化運転制御の実用

化に関する技術実証事業

H25
広角カメラ調査と衝撃弾性波検査法による効
率的な管渠マネジメントシステムの実証事業

実証技術 要素技術

H25
管口カメラ点検と展開広角カメラ調査及びプロ
ファイリング技術を用いた効率的管渠マネジメ

ントシステム

H23

神戸市東灘処理場 再生可能エネルギー生産・
革新的技術（バイオガスを活用した効果的な再

生可能エネルギー生産システム）

H25
脱水・燃焼・発電を全体最適化した革新的下

水汚泥エネルギー転換システム
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食料安定供給・農林水産業基
盤強化本部（第１回）大臣発言２．下水汚泥資源の肥料利用促進の方向性
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①第１回食料安定供給・農林水産業基盤強化本部（令和４年9月9日） 総理指示
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②下水汚泥の肥料利用の促進（令和4年度補正予算）
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③令和４年度補正予算採択技術（１）
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③令和４年度補正予算採択技術（２）
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④令和５年度予算採択技術（１）
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④令和５年度予算採択技術（２）

15
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３．技術の普及に向けた取り組み

16
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課題解決技術支援ツール（試行版）の公開

令和４年６月に国総研のWEBで一般公開 （URL：https://sewage-tech.net/）

・例えば、フリーワード検索で｢バイオガス｣と入力すれば、

B-DASＨ技術を含む７件がヒット

・リンクをクリックすると各技術のパンフレット等にアクセス

可能
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４．まとめ（B-DASHプロジェクトの成果と課題）

＜成果＞

• 平成２３年の制度創設以来、１５技術165件の導入実績あり

• ＤＸ、地球温暖化対策、汚泥肥料化等の国の重点・緊急施策に迅速に対応

• 視察イベントや海外からの視察時の対象施設として利用

• 報道等を通じ、下水道の多様なポテンシャルを広報

＜課題＞

• 地方公共団体のニーズの高い技術分野とB-DASH実証技術数の多い分野が
必ずしも一致していない

• ガイドライン化したB-DASH実証技術の普及展開が（一部の技術を除き）当初
期待したほど進んでいない

上記の課題を解決するため、分析等を行い、対策を検討

18
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ご清聴ありがとうございました

B-DASHプロジェクトに関する各種情報・技術導入ガイドライン等は、
国総研ホームページをご覧下さい。

http://www.nilim.go.jp/lab/ecg/bdash/bdash.htm
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＜参考＞関連企業に対するアンケート調査結果（R4 第2回技術開発会議資料抜粋）

○ 技術開発会議とは (URL : https://www.nilim.go.jp/lab/eag/gesuidougijyutsukaihatsukaigi.html)

平成 27 年に策定した下水道技術ビジョンのフォローアップを目的に、技術開発の進捗

度の確認や推進方策の評価のほか、社会情勢等の変化に対応した新たな技術開発テー
マの検討などを行うための場として｢下水道技術開発会議｣を設置し、毎年２回程度開催。

○ 関連企業に対するアンケート調査 概要
＜目的＞ 企業の技術開発に対する考えや提案・意見について把握し、今後の検討の参考とするため

＜対象企業＞ 下記団体に所属する企業（回答は任意）

処理場・ポンプ場系業界団体、管路系業界団体、コンサルタント系業界団体に所属する企業

＜調査実施期間＞ 令和４年１１月（約１ヶ月間）

＜質問項目＞

問１-１）下水道技術ビジョンの11の技術分野のうち得意とする分野

問１-２）各分野で得意な領域（ｿﾌﾄ・ﾊｰﾄﾞ別、調査・計画・設計・施工・維持・土木・建築・機械・電気）

問２-１）技術開発に必要な情報の入手先（上位５位まで選択）

問２-２）技術開発における他機関との連携の実績の有無及び実績数

問３）技術開発を行う場合に重視する事項（上位５位まで選択）

問４）技術開発や製品導入を一層促進するために必要と思われる事項（下記分野別に自由記述）

①費用、②技術開発、③法令・指針類、④採用基準、⑤入札契約、⑥積算・歩掛、⑦ﾘｽｸ分担

問５）下水道事業の新技術開発に対する感想や意見（自由記述）

https://www.nilim.go.jp/lab/eag/gesuidougijyutsukaihatsukaigi.html
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＜参考＞問４の調査結果（１）
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＜参考＞問４の調査結果（２）
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＜参考＞問５の調査結果

問５）下水道事業の新技術開発に対する感想や意見（自由記述）
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＜参考＞新技術の11の技術開発分野別の導入数（R4 第2回技術開発会議資料抜粋）

全ての新技術対象
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＜参考＞新技術の11の技術開発分野別の導入数（R4 第2回技術開発会議資料抜粋）

過去10年間の技術対象
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＜参考＞ウォーターPPP（R5.6 国交省ＨＰ資料抜粋）


